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生廉の戯審防除は関する試験

松 井 秀 雄

生糸及び宅の寄掛仁は｢t=.メマルがyヲブシムシ_汀 ヒメカツヲブシムシ｣等ありて基の被啓

は適等の幼鬼時代､季針F壮六廿から十即 言放情宣だしいt,而1,て之が駆除には桐 くより穣 々

の方法が行はれでゐるが之を分けると次の三池になる ′

(1)､煉蒸して殺鹿する方法｢

(釘､特有の臭素を蔑散せしめて防除する方汲 ､

(3)､不蝕性のものに加工する方法:.

上記の円第 1打方汝即ち腫蒸して幣鼻する方法は澱 も完全であって薬剤に依っては親卵をも

数す事が旧来るが鱗閉した倉庫で酎 (凍 るとしても隙間U)多い工場円では鷺雁が殆んど不可能

である｡,

帯L2の方法即ち特有の臭衆を語散せしめる方法は寄顔の嫌悪する輝線性薬剤を使f肌 .て其の

長束に依 り賓鼻を接匪せ1-めないと云ふに止まり方更如封苗町 Elあるが十分の数兼を得んとすrL

ば相常多度の塵剤を位相1′且常に揮尊する丈け補給せねばならぬ､.陸軍常即 モ耕除結果に依る
申

と賓曲は臭気に鈍感なる袴め相常多最Jr,防鹿剤の存壷する容器帥C.も廃人し奥覇の消散するを

待って喰審する可能性ある事が報せされてゐる.即ち此の方汝 も亦完全であるとは云払難い､､

,節3の芳雄即ち不輝矧生の薬剤を以て不蝕性とする方綾は毛糸及び毛織物に封しては既にエ

業的匹驚施されつ 1あるも生糸に封しては種 調々査せるも未だ試験された事が無い様である′

本場は生糸に就いても之が簡単に且つ廉倍に然も菜食に防除の数兼を掛 で得るものならば蔵

も三昧憩的なるを思仏軍轟の食慾最もf旺盛放る時季を組弘之が試験を行払各雰両より之が独英を

検討したる結破戒鰍 ,-ptg郎糾こ良好であると胤考L鼓に其の概要を報償し業者各値の御参考に供

する=欠第である

1.薬 剤 及 び.加工 法

試験に使用した寒剤酎~研蕗 ･監巣 ･防轟剤J(｢研曲｣とは京都帝園大挙内財開放人防顔料畢

研究所の略)と揮する透明なる液酸にして､本刑は水と混合して乳白色を具すU此の乳濁液 に
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生糸を憧漬して､湿度を6㌦C乃至7()て祇 上昇せしめるかL 或は6OnC乃至7(rCの淵液中に生糸を

樫唐すると2(ト 3°分間に粂副葬剤を吸着し液酎 !柏 ､になるい叉冷液の敦 ｣にてはB-tu1番間にし

て発令に吸藷する｣.斯くして葵剤を吸着せしめたfL:漆 は無色且無臭である

-i.試 験 の,_i､方 法

拭験は強力測定の関係上成る可く索班の少ないものを!選び抑為銀山鳥梗 二十一中を使用し

().1/Oil(水 1立に封し本刑 lt,Cの劃,以下之に倣ふ)0.2%,()A/00,0.61%､各乳濁液に上記供就晶

1総 (約75hO･)を潔潰し線度を60oC～70℃に上昇吸着せしめたるもの及び().Lj/00,0.4,%I,0.6%,令

冷液中にて5-釧寺間浸し吸着せしめたるものを作 り下記各嘱rL就き就験を行った,1

1､糸の張力を減する事無きか､

2､時日が経過しても糸脆化する事無きか､

3､先金に蝕智を防除し得るか,

4.時日が躍過しても有数であるか､

5､温液魔理と怜鮮麗理と何れが有数であるか､

6,幾‰以上が有数であるか､

7､精練に依 り尭全に除去t.得るか釦ち精練斑敢色斑を生やる原因とならざるれ

B､塵理系と練磨塩糸を混合して使用し舟場倉淡色後納を生する寮放資か､

9､撚糸下摂鞘と併悶Lたる場合支障無きか､

10､其の他の事項､

(A■) 肇の強力に及ぼす影響

供 試 晶

無 塵 理 系 a

〃 b

J'/ (I

/y cl
.u

i).I,00線 液 腐 乱 糸

0,2,90 ･'y

f)A% J,/

().6% /;

30回測定平均

7(1.3g

60.6

65.5

75.9

8:i.5

79.9

92.3

88.8
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().2% 冷 液 慮 捜 索

().4,㌔- ,y

0.6% 〃

以上仕儀規乾燥筏置ちに無塵三組糸と非に測髭した ものであるが何れも魔球糸は無塵班糸より

も強力が大となってゐる｡

攻に鹿瓢後時日を経過し充ものに就いては攻の結兼を得た .

(al) 本場に於ける測定戚租

供 訊 晶

解 題 :馳 系 .Tl

･J/ l)

().i/oo'温 液 慶 理 系

().2.%' ク

()A,Oo' :V
().6/oou j,

(1.2JqO'冷 液 腐 ;鞄 糸

oA%ー 'y

o.6/Ot ク

().4,%'温 液 魔 理 系 弓

nA%'冷 液 魔 沸 糸

経 過月数 叫可測定平均

68.2ど

73.6

1 ケ 月 83.6

4 96.9

ク .76.f･)

r!Y .83,()

〃 77.I

/r 84.6

･ /y 83.0

3 ケ 月 73.7

// 84.1

(b) 生線輪夜明に於ける測定成績

供 託 晶 躍過月数 警,1L㌫

無 慮 :捜 索 a

Jク. b

o_1% 楓 液 塵 艶 糸

().2/Ool /y

O.4/ab■ /y

o.6% !v

O.2,qil冷 液 鷹 取 糸

oA% !r

3.4g

3.3

1ケ 月 3.6

/･ こ1.7

〃 3.6

/y 3.7

/y 3.6

/y 3.6

壁

.‰0り

t-

ハU

qU

CC

nU

Cq

2

｢1

り
】

り
】

2

1

り
一

2

eq

申.--
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().6/Oo ･ク /? 3.9 .11

().4/%淑液 塵別系 3ケ月 3.3 ･別)

().4/Oi'冷 液 腐 IiF.糸 ,, 3.4 21

以上の経基を赤宗合して考案するに試験に際 しては極力調 樫を現したr)とは云ふも糸斑､縦強

度等の肇化のために寓全とは言'(̂難いが､少く共魔世良したがために強力紬 乾殺するが如き番無

く且叉時日の経過rL依 りて糸を脆化するが如き費無しと断定すL.

(B).喰 審 試 験

前記試験威理晶に勤し成るべく被害を大きくr明瞭にするために多数U)rヒ.メマルがソヲブシ

ムシ｣糾司時にイ緋-1し攻の三笹の方法に依って喰審訊政綱 守ったL-)

第-班 :直径 23｡m､深さ Hclllの拍子皿を使用し供訊晶12穏抵粗度計の捌長器を以て51)()rnj

搾 り之れkL)欄干L⊂2,flO()本の糸俵より成る輪とLて硝子皿L中に入れ 之れに ｢ヒメマルがy

ヲプシムシJL26()kk-を絡過に散布し晴朗に於で 自由に蝕寄せしめ､且つ 毎朝供就晶糾叶して蝕

の附常数を記錬し成る可く畠を公平に接解せしめる剛 腰 以て綱 箆中に於ける横紙晶の上下U)

位置を轡東して入れ其aj上か ら商用司棟に劫を薦過に散布した

I 7月19日 7月壷 17ふ21(;.7月'39EI壷可7月叫 7煎 相 如

〝 C ･.T)7 - 1'1 1.1 '19 lliltl 17LTi10 -jきち i(:l三一 甚 L

0.4yo J/ ∫; 辛 1.i ..IT}l

lo.fJ% J/ 9 '11ー 13 粥0 .

0.(堪 〝 0. 小 II -1 Lltq

0,4%浪噂虚鯉糸 16盟,T} 10. 17 1日 lr} 1如

上記の円敢後の二供弼晶は慮堺後 215ケ月を経過Lたもめである i

節二決 :底面積 91cn涙 33cm,高さ14C】nの未相中に敵150班を均盤に撒布 し之れ忙供試晶を

t
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列ぺ8日間数乾して蝕客数-k調透した緒塊は次数の如 くである

桃 訳 晶

無 塵 視 索 11,

･!, h

().1/ob一線 演 題 製 糸

0.2% /;

0.4% /r

OL6/Ob' ク

0.2% 冷 液 鹿毛〔抜糸

0.4% ',

0.6/0,oJ ,y

(1.4%挽 液 鹿 理 系

(1.4/Di袷 液 魔 三呪 糸

触 客 数

4鋤く

141

0

3

l

lO

L2

2 人

()

0

日

上記の内灘筏の二供試晶は塵瓢筏約 3ケ月､他は年月を経過したものであるlJ

第三挫 :魔理筏的 '2･5ケ月を輝過したO･4%'-蹴破及び冷液魔斑晶各 1個及び無塵琴糸 1個 を

夫 慣々駕 7cmの庶口甑に入れ､ これに漁501喧づ｣を改革して 7月15日よりL27日迄曙桝に入れて

触客せしめた精巣は攻の如 Ut!.ある､l

t.II:. 訳 晶

無 慮 規 糸

0.4% 楓 潅 鹿 野捜索

0.4% 冷 液 巌 三軸 糸

触 零 敗

無数に触寄さる

42本 .

10

以上三方漁に依る蝕宰相比況を考察して攻の如き制定を下 し得るLd

l･1,威粗動 ま無慮迦糸に比し蝕審さる1事が非常に抄いし.本試験の如 く狭き容終中にて斯 く

瑚 nく多数の軍親を使用して上表の蝕零敗に止るとすれば工場内の如き贋き場所に於いては殆

布ど策垂に防止し滞るものと推定糾 しる/‖溶酔 卜に於て線は瓦に共食し二劃乃至三割が減少

Ii七居るの逝認めたり)

2.狗/ob液に依る魔球が鹿 も鳩首であるか判定に背L.-むが 0･4'ai以上なれば安金であるJ

3､挽液魔球と冷液塵鹿の数晃は大概同様であるが本試験に於ては寧ろ冷淡塵現の方が換作■

も簡単であるし有数であるt｡
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4､-且鹿放した糸は長期間経過しても数-j]を免ふ頭rほ 事はないt,

(C) 精練.染色に封する影響

()･6%湿液塵捜索をlJhLJ本合糸､糊付lJで終糸とL同六本倉糸弧撫糸を綿糸として縮緬を亜撒､

精細難色(三種の色相に染色す)したるに何れも何等V)精練軌 淡色斑を生ぜすし､文同様に威即

したるもの及び無塵斑のものを終糸に約1寸の縞に配列して製織後､精練､教色したるに之亦､

製錬に伐 り完全に除去し得て何等染色の吸着力に差異あるを認めず し

(D1 7酒剤との併用試験

撚糸7番剤としてllトリポ7)ン｣及びrサイガムJAの二種に付き併合試験を行ったが其の陣 ,

晃は攻の如 UPあるJ

･1(1)､rトl)r;1言1)･ンJ1,go液に本防蝕剤 0.4/qb混入､冷液にて約 4時間授潰したるに生糸離 卵昂

色を星し結凍良好ならすし

(勘､rサイガム_r1,Orb'液に本防帥剤0.4%混入冷液にて約8時間浸潰したるに何等轡化を認め

ず､､

剛 史下潰剤其の他の報剤との併用試験に関しては未だ充分漁らず今後も引放き各樫に付産前

験する橡定であるLl

鰭 主:I

春防蝕剤に関する試験の緑薫は大鰐以上の如 くであるが.之れを質際に臆用する場合には尭

づ撚糸の下番の如 く原糸の舷を解き本防蝕剤冷液虹て魔性複乾燥して糸棟を行ふのであるし､

術は等親附除に常っては工場内を努めて清潔に且つ咽るn J寄島の僻み易き曙きF)-r.床板の

隙間等には通常な難曲剖糾散布し常に之が橡防に留意すれば粟に先金に防除し得▲らる＼ものと

患者す.

附 記 ,

本研究は 『丹後縮緬』第二百八舵に磯表されたものであるが敢闘の霞要産薬に極めて開係の

深い問題であるので著者の承諾を得て並に再び掲載した次第であるU (係).


